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「ことば遊び」から見る補い合い
――カトリック麹町聖イグナチオ教会国際青年会の例

Complementarity through “Word Play”: The case of  
St. Ignatius Church, St. Ignatius International Youth Ministry

増田　紗斗
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　This paper examines how ““Word Play”” as an interactive method cre-
ates a complementary daily  life at  the St.  Ignatius  International Youth 
Ministry（SIIYM）of St.  Ignatius Catholic Church, Tokyo. This  “Word 
Play” refers to a situation in which a word or expression is separated from 
its  standard usage and contextualized so as  to  fit  the atmosphere of a 
situation, or the meaning of the word or expression is further emphasized. 
Through “Word Play”, I aim to present one of the techniques for living 
together with various others in a better way.
　In 2006, the Ministry of Internal Affairs and Communications issued the 
“Plan for Promotion of Multicultural Coexistence in Local Communities,” 
and local governments have been exploring approaches to promote multi-
cultural coexistence. However, the dichotomous views of “Japanese” versus 
“Foreigners”  and  efforts  biased  toward  Japanese  language  education 
remain as unresolved issues. I will use the conviviality argument as an 
approach to understanding a multicultural situation to overcome issues 
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related to multicultural coexistence. Conviviality enables dialogue by posi-
tively evaluating one’s own imperfectness and accepting the imperfectness 
of  others. We  can build methods  and  a  loose network  for  a  better  life 
through dialogue. Therefore, this paper will examine the effectiveness of 
conviviality to show how to better live with others in multicultural situa-
tions through the practice of “Word Play” at SIIYM.
　The episodes presented in this paper are based on records of my field-
work at SIIYM since May 2019.
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はじめに

　この論文は、東京都千代田区にあるカトリック麴町聖イグナチオ教会（以
下、麹町教会）の国際青年会（St. Ignatius International Youth Ministry：
以下、SIIYM）を対象に、彼らの「ことば遊び」な対話方法が補い合いの日
常を作り出している姿を描く。これを通して、さまざまな他者とより善く共
に生きていくための術の一つを提示することを目的とする。
　2006 年に総務省から「地方における多文化共生推進プラン」が出されてか
ら、各自治体で多文化共生に向けたさまざまな取り組みが模索されてきた。
例えば、案内板やホームページの多言語表示、在日外国人向けの日本語教室、
やさしい日本語マニュアルの作成、多文化交流イベントなどである。どの取
り組みも「正しく」特定の言語を使い、正確にあらゆる情報を伝えること、
得ることを目的としている。また、正しいある特定の言語を互いに使用でき
る、使用させることを前提としているため、その条件に合う者同士でない場
合には対話が困難になる。ある特定の言語を「正しく」用いることができな
くても、互いに対話を行う方法はあるのではないだろうか。その方法を示し
てくれるのが、本稿の対象である SIIYMの実践である。SIIYMのメンバー
は「ことば遊び」を駆使してコミュニケーションを行っている。またそれを
通して言語の習得もしている。ここで用いる「ことば遊び」とは、ある単語
や表現が正規の用法を離れ、その場の「ノリ」に合うよう文脈が組み替えら
れている状態やよりその意味が強調されているような状態を指している。「こ
とば遊び」を駆使した対話を通して、SIIYMが補い合う関係性を築き共同性
を発揮する土台を形成しようとしている姿を描いていく。SIIYMの実践は、
多様な他者とより善く生きていくことを目指す多文化共生の議論に具体的な
実践例を示し、多文化共生の課題を克服する可能性を持つ。
　本稿は、以下のような構成となっている。まずⅠで麹町教会、SIIYMにつ
いて概要を述べ、次に多文化共生に関わる先行研究を整理した上で、問題の
所在を提示する。ⅡからⅣでは筆者が行ったSIIYMでのフィールドワークで
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得た資料を挙げ、Ⅴで考察を行う。

Ⅰ　フィールド概要、先行研究の整理、問題の所在

1 　フィールド概要

　麹町教会は、JR中央線・東京メトロ丸ノ内線南北線の四ツ谷駅から徒歩 1
分の所に位置している。日曜日には英語をはじめポルトガル語やヴェトナム
語など最大で六つの外国語でミサが行われている。国際色豊かな教会として
知られており、様々な国籍の人々が集っている。
　2017 年に麹町教会に通っていた青年（フィリピン、インドネシア、ナイ
ジェリア、日本出身）6人によって設立されたのがSIIYMである。SIIYMに
は入会／退会手続きはなく、SIIYMの活動に参加したい、共に時間を過ごし
たいと思う人であればだれでも参加することができる。そのため正確な人数
は把握されていないが、2022 年の夏にMessengerグループ1）に 250 人入り、
グループ作成上限人数に達してしまった。グループに追加できていないメン
バーもいるので、情報共有手段の検討が進められている。SIIYMの活動は
Core leaders 2 ）によってセッティングされており、その都度必要な人手を募
集したり、声掛けをしたりして集めている。SIIYM独自のイベント（Hang-
out）3）だけでなく、麹町教会で行われる教会行事でも運営に関わっており、
若者として人手を補っている。
　筆者は、2019 年 5 月から麹町教会でフィールドワークを開始し、同年 6月
に SIIYMに出会った。それ以降、現在（2022 年 10 月）に至るまで毎週日曜
日のフィールドワークを続け、SIIYMの一員としても活動している。SIIYM
で話されている言語は、主に英語であるが、日本語やタガログ語、インドネ
シア語もその言語話者同士では話されている。日本語を学んでいるメンバー
が多く、日本語を会話に織り交ぜている様子は頻繁にみられる。筆者は、英
語を流暢に話すことができないため、英語で話しを聞き日本語で返すあるい
は日本語と英語を混ぜて返している。テキストでやり取りをする場合には、
英語のみというパターンも加わる。
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2 　先行研究の整理

（ 1）多文化共生の課題
　総務省が 2006 年に出した「地域における多文化共生推進プラン」で、「国
籍や民族などの異なる人々が、互いの文化的差異を認め合い、対等な関係を
築こうとしながら、地域社会の構成員として共に生きていくような、多文化
共生の地域づくり」［総務省 2006：1］を地方公共団体に呼びかけた。これを
受けて多文化共生を目指す取り組みがなされてきたが、多くの課題が残され
ている。竹沢泰子はその問題を五つ挙げている。① 1980 年代ごろから増えた
新移住者に重点が置かれ、歴史的に周縁化された集団（在日韓国朝鮮人）が
軽視・排除されている。②日本語教室といった言語支援に偏っている。③「日
本人」対「外国人」という二分法が支配している。④外国人住民の代表とし
て一団体を選び、支援対象が固定化されている。⑤人種差別を罰する法律が
存在しない［竹沢 2011］。
　こうした課題を克服する方法として川村千鶴子は、「多文化共創社会」の実
現を目指すことが課題解決の方法であるとする。この多文化共創とは、「「対
話的能動性」を相互に引き出しながら、（中略）多文化共生からより広いネッ
トワークをもつ能動的な実践力を発揮する」［川村 2016：ⅲ］ものである。
また、多文化「共生」という言葉に代わって、「共在」・「共在感覚」という言
葉が人類学において使用され始めた。「共在」・「共在感覚」について木村大治
は、「共にある態度、身構え」［木村 2003：ⅱ］のことを表す言葉であるとい
う。加えて尾添侑太は共在を「他者存在に対する認知／態度を広く開くとい
うこと」［尾添 2018：124］であるという。しかし共在は、「異質性を同質性
に向けるバイアスを内部に持たないため、そこに集う人びとを保護・保障し
たり、精神・心理的な基盤となるまでの強い共同性を保持」［尾添 2018：
127］する性質は持たないという。
　多文化共生の課題を克服するかに見えた多文化共創も、日本語教育の重要
性を説き、行政とエスニックコミュニティの連携といった「日本人」対「外
国人」という二項対立的な見方から脱却しきれていない。また共在は、他者
存在の認識の仕方を広く開かれたものにしたが、共同性や親密性のような性
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質は持ち合わせていない。

（ 2）コンヴィヴィアリティ論
　そこで本稿では、多文化共生の課題をコンヴィヴィアリティの議論によっ
て超克することを試みる。コンヴィヴィアリティについて思想家のイヴァン・
イリイチは、「現代の科学技術が管理する人々にではなく、政治的に相互に結
びついていた個人に仕えるような社会」［イリイチ 2015：17-18］であり、
「人間的な相互依存のうちに実現された個的自由」［イリイチ 2015：40］が固
有の倫理的価値をもたらすものであるとしている。これを受けレス・バック
は、コンヴィヴィアリティは「親しみやすいホームのための条件を創り出す
ということ」［バック 2015：26］であり、これを強調することで「どのよう
な種類の多文化状況が結果として作られているのかという問いを、我々がオー
プンな状態に保つことにつながる」［バック 2015：30］と述べている。また
生井達也は、コンヴィヴィアリティを「「他者との直接対面的な場での共生を
通じて生成される包括的な人間理解のなかで、個の実存を保証する価値が創
造される状態」と定位して使用」［生井 2017：3］し、ライブハウスにおいて
インディーミュージシャンらの価値創造の実践を明らかにした。
　そして、松田素二はコンヴィヴィアリティ論に創造性をかけ合わせて応用
した。松田によると創造性は、「問題解決のために多様で異質な次元にすでに
存在している複数の思考や実践・制度を「新奇にかつ異常に結合させる」力
のこと」［松田 2021：7］である。この要素として①不完全性、②集合を挙げ
ている。①個々人は不完全であるということであり、②不完全な個的主体が
不完全な他者と相互補完・重複しつながることで共同性を生成・再生成して
いるということ（集合性）である。この創造性にウブントゥイズム的コン
ヴィヴィアリティを合わせることで、恒常性（他者との紐帯、共同体の固定
化・単一化）と再帰性（他者との紐帯、共同体の相対化・流動化・複数化）
という相反する力を同時に実践することが可能となる。ウブントゥイズム的
コンヴィヴィアリティとは、ウブントゥという「「それぞれの個人の地位によ
るのではなく、純粋に他者との関係を通じて」個人を定義し、理解しようと
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する」［ニャムンジョ 2019：186］考え方である。この考え方をもってコン
ヴィヴィアリティを捉えると、自分が不完全であることを肯定的に評価でき、
完全であろうとする欲望が生む「壮大な妄想を抑制すること」［ニャムンジョ 
2016：333］ができる。また、自分と同様に不完全な他者（人間、自然、超越
的存在など）の存在を包摂し、「対話」することを可能にする。この対話に
よって互いに補い合うが、それは完全になるためではない。「コンヴィヴィア
リティは、異なる人々や空間、場所を架橋し互いに結びつけ」［ニャムンジョ 
2016：339］、柔軟で流動的なネットワークと、より「善き生活を求め確かな
ものにするための革新的な方法」［ニャムンジョ 2016：339］をもたらすので
ある。
　以上を踏まえて、本稿におけるキーワードは、「対話」である。SIIYMに
おける実践は、不完全なもの同士が相互に補完し合っていく中で、共同性を
発揮している。またこの術を応用してそれぞれの生活に活かし、不安定、孤
独、困難な（異郷）生活をより善く生きようとしている。この土台となるの
が「対話」であり、SIIYMの「ことば遊び」なのである。

3 　問題の所在

　多様な他者が共により善く生きていくことを目指している多文化共生に関
連する動向を見てきたが、課題が残されていることがわかった。その課題の
中でも一番大きなものは、「日本人」対「外国人」という二項対立の構図であ
る。この二項対立の中で議論が行われているため、「日本人」、「外国人」のそ
れぞれの中にいる個の実態を扱うことができない。さらに、「外国人」の言語
問題を解決するために日本語教室を設置するという表面的な取り組みで、「日
本人」が満足してしまう。また、共在のように他者存在の認識の仕方を広く
開こうとしたものも見られたが、その上で共にどのようにして生きていくか
という点に関しては不十分であった。多文化共生の志向と共在という認識の
あり方をかけ合わせたような捉え方が必要なのではないだろうか。
　それを可能にするのがコンヴィヴィアリティなのである。自らの不完全さ
を肯定的に評価し、他者に対しても同様に不完全さを認めることで、「対話」
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を可能にする。そして、「対話」を通してより善き生活のための方法とゆるや
かなネットワークを築くことができるのである。よって、本稿ではコンヴィ
ヴィアリティが、いかに多文化な状況を他者とより善く生きていくのかを示
すのに有効であるのかを、SIIYMの「ことば遊び」という実践から具体的に
考察していく。

Ⅱ　「ことば遊び」

　「Hey！ Bucin！」「Thank you po」。これは SIIYMのことば遊びである。
一つ目の「Hey！ Bucin！」は、「Bucin」という好きな人に夢中になってい
る人を指すインドネシア語を使った会話表現である。SIIYMの中で好きな人
に夢中になっている人を茶化すために、インドネシア人メンバーが言い始め
たのをきっかけに、その人を呼ぶときに使われるようになった。そこから派
生して、恋人や好きな人がいる SIIYMメンバーがどれだけ「Bucin」である
か、「Super Bucin」や「Legend Bucin」などと形容詞を前につけてランク付
けをしていた。二つ目の「Thank you po」は、相手への敬意を表すタガログ
語の「po」を英語の文に取り入れたものである。文末に付けるだけで敬意を
表すことができる「po」は、お手軽な敬語表現として SIIYM内でよく使わ
れている。日本語の場合は、「～ですか po」のようにすでに敬語表現を用い
ていても最後に「po」が付けられている。この会話表現は、主に神父と簡単
な挨拶をするときやカジュアルな立ち話をしているときに使われている。
　このようなことば遊びはSIIYM内で頻繁に行われており、これを通して言
語を習得したり、語彙を増やしたりしている。従来、このような同じ対話の
中で多言語が混用されたり、切り換えられて使用されたりする状態を「コー
ドスイッチング（code-switching）」と解釈され分析されてきている。しかし、
本稿ではコードスイッチング研究4）が行ってきたような複数言語で構成され
る対話そのものを分析するのではなく、より善く対話を行うための術の一つ
として「ことば遊び」を捉えるため、コードスイッチングという枠組みは用
いない。以下にエピソード5）を三つ取りあげ、SIIYM内で広くみられること
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ば遊びを介した言語習得について扱っていく。エピソード中では、SIIYMの
メンバーと共に活動をしている筆者自身を SIIYMの一員として扱うために
「私」と表記し、区別している。

エピソード①　「「白米」と「白い米」」
　これは夕食をとりに定食屋に行った時の、注文後のやり取りである。
　この定食屋は、定食のご飯を「白米」にするか、「十五穀米」にするかを
選ぶことができる。この日、私と同じテーブルにいた Jong は十五穀米を
選び、Masato は白米を選んでいた。注文を終えて、Jong が「なんでヒャ
クマイ？」と、「白米」の読み方について聞いた。それに対して私は、「ハ
クマイ。ハクは白っていう漢字の別の読み方」と答えた。それに Jong は、
「白い米でも同じでしょ」と言うので、私は「同じ」と返した。Jong は、
「ハクマイ」と「白い米」どちらが「普通」の言い方なのかと尋ねたので、
「ハクマイかな」と私は答えた。それから私が、漢字の音読み訓読みの違い
を簡単に説明することになった。音読みは、その漢字の音を表していて、
訓読みはその漢字の意味を表していると説明した。その例として「白」を
挙げ、「例えば、「ハク」じゃ意味わからないけど、「しろ」だったらwhite
ねってわかるでしょ」と言った。それに加えてMasato が、「漢字の後にカ
タカナ（平仮名）が付いたら訓読み」と言っていた。
　また、Jong がカタカナで表記する際に、どの場合は「ー」を付けて、ど
れには「ア」「オ」なのかがわからないと言っていた。Masato も日本の中
学校で英語の授業を受けた時に、英単語の読み方をカタカナでルビをふる
というのが、わからなかったと話していた。特に、「Work」は、「ワーク」
なのか「ワアク」なのかが難しいと言う。このカタカナ表記の話とは変わ
るが、Masatoが「おじさん」と「おじいさん」で意味が変わるのも、よく
わからなくなっていたと言っていた。

（採録日 2022 年 3 月 13 日）6）

　このエピソードに登場する JongとMasato は、普段から私とは日本語で会
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話をしており、また日本語が不得意な SIIYMメンバーが買い物をするとき、
不動産を見るときなど日本語を話せる人としてサポートしている。日本語で
会話する際に、特に解決しなくても会話が成立する程度の疑問（この場合
「白米」か「白い米」か）をふと気が付いたタイミングでこのエピソード①の
ように解決させている。ここでことば遊びは発生していないが、ことば遊び
はこうした「ふとした疑問」が種になっている。

エピソード②　「盗み聞き」
　日曜日の 16：30 ミサが終わった後に、夕食をとりに行った時のことであ
る。隣のテーブルで、「ウィンク殺人事件」というゲームをしていた。爪楊
枝を参加人数分用意し、1本だけ傷をつけ、これを引いた人が「殺人犯」と
なって、会話中にウィンクをする。ウィンクをされた人は、された時点で
「殺された」と言わなければならない。そのゲームが盛り上がっていたの
で、同じテーブルにいたCrystal と Jamie、私は「ウィンク殺人事件」を
観察していた。すると、Crystal と Jamie が隣の会話をこっそりと聞く仕
草をして、これを日本語では何と言うのかと、私に尋ねた。私は、「盗み聞
き（Nusumi-giki）」と答え、盗むようにこっそり聞くという意味の言葉で
できていると説明した。そのあと、二人は「盗み聞き」と言いながら、耳
に手を当てて聞く動作をした。

（採録日 2022 年 2 月 20 日）

　このエピソードからは、隣の会話をこっそりと聞くというノリが先行して
おり、後からその行為を表す日本語を知り、行為と日本語を結びつけた状態
でノリを発展させていることがわかる。先述した「ふとした疑問」が種にな
り、ノリを展開している例である。

エピソード③　「我が家の肉じゃが」
　Renzo は度々、手料理を保存容器に入れて教会に持ってきて、メンバー
にあげている。私も何度かRenzo から手料理をもらっている。Renzo から
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「Sinigang」7）というフィリピン料理を大きな保存容器でもらった時の話で
ある。
　Renzo の Sinigang は、これ以前にももらい食べたことがあった。私が
Sinigangを気に入ったと伝えると、その材料の空心菜を別の日にRenzoが
くれたこともあった。今回は、大きな保存容器にSinigangを入れて持って
きて、帰り際に持たせてくれた。そのSinigangを私は帰宅してから同居家
族と食べ、家族の感想をRenzo に伝えた。私と家族は、空になった容器に
何かお礼に入れて返そうということになり、Renzoが以前上手く作れなかっ
たと言っていた肉じゃがを作って入れることにした。肉じゃがを入れた保
存容器のふたに、私の母がRenzo へのメッセージを添えた。
「さとままです。おいしいスープをありがとう。さむい日だったので、と
てもうれしかったです。ますだ家流の肉じゃがです。食べてみてね。」
メッセージを書くにあたって、母が「日本語わかるよね」と私に尋ねたの
で、「そのうちわかる」と返した。Renzo は、日本語能力試験（JLPT）に
向けた勉強をしながら、簡単な日本語は聞いて理解できる程度と認識して
いたため、日本語のメッセージでも近いうちに読めるようになるであろう
と思い、あのように母に返事をした。そのため母は、平仮名多めの簡単な
文章にしたのだと思う。
　教会に到着し、ミサのミュージックチームの練習が始まる前に、Renzo
に肉じゃがが入った紙袋ごと「はい、from my mother さとままから」と
言って渡した。すると、Renzo は紙袋が重くてびっくりしていた。中の容
器を取り出して、メッセージを見つけ読み上げようとした。そのうちに、
Ivan と Kenny、Valerie、Seika も周りに集まってきたので、この経緯を説
明した。Renzo が私の母からのメッセージを読み上げた。漢字は周りから
助けてもらいながらではあったが、すべて読み上げて、ある程度理解でき
たようだった。
さとままです。おいしいスープをありがとう。さむい日
（「日」を「hi」と Valerie が教えた）
だったので、とてもうれしかったです。
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ますだ
（「masuda ha my family name ne」と私が言った）
家流
（「masuda family style」と Seika が訳した）
の肉じゃがです。
食べてみてね。
傍線部の「食べてみて」で少し間があった。Ivan が「たべて、みるだよ」
と食べる動作とその食べ物を見る動作をし、それをRenzoもまねた。Seika
が「try to eat だよ」と笑いながら言ったが、「食べて、見る」で少し遊ん
でいた。

（採録日 2021 年 11 月 7 日）

　「我が家の肉じゃが」から、日本語学習とそのサポートの過程を見ることが
できる。ここで日本語を学習しているRenzo は、「日」という漢字の読みを
「hi」、「家流」の意味を「（Masuda） family style」と教えられ都度、理解を
しながら音読をしていた。最後、「食べてみてね」を食べる動作と見る動作で
教えられたが、メッセージ内容を理解した上で、見る動作は Ivan が冗談を
言って遊んでいるのだと理解し、その遊びを共に始めたということがわかる。
その遊びを始めた二人に対してSeikaが「try to eatだよ」と言ったのは、そ
の遊びが文脈に合っていないことを訂正し、教えたいという意図ではなく、
Renzo へ正しい意味を理解しているかどうかの確認を含めたそのノリに対す
る「ツッコミ」であると解釈することができる。
　ここまで、SIIYMで行われている「ことば遊び」を介した言語習得の過程
を見てきた。ここから明らかになったことは、日常の対話の中で生まれた
「ふとした疑問」と、その場で即自的に生まれたノリを共有しているというこ
とが、「ことば遊び」を発生させているということだ。
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Ⅲ　「ことば遊び」のプロ―Renzo

　Ⅱにおいて、SIIYM内で広くみられる言語習得の方法とそこから発生する
「ことば遊び」の様子をまとめた。以降、2021 年から 2022 年にかけて日本語
が上達しているRenzo の発話に着目していく。Renzo は、教科書で日本語を
学んだり、Seika との会話の中から習得したり、職場での耳学習もしている
ようだ。さまざまな方法で得た日本語を会話の中に織り交ぜながら、その場
に合った「ノリ」を生み出し、自分のものにしている。ことば遊びの「プロ」
としてRenzo を取りあげて、時系列に沿って彼の変化を辿る。

エピソード④　「めっちゃくった」　（2021 年 8 月 15 日）
　Renzo は、2021 年に入ってから日本語能力試験（JLPT）の勉強を始め
ており、日頃から覚えた単語（挨拶を中心に）を会話中に使っている。あ
る日曜日の奉仕活動後、夕食をとるため、和定食のお店に入った。カウン
ター席に、Seika、Renzo、私の順に座った。注文を済ませ、料理が来るの
を待っている間のことである。
　Renzo は度々、Seika に日本語の単語の意味を英語で解説してもらって
いる。この時も、「定食」とはどういう意味なのか、「定」と「食」それぞ
れどういう意味の漢字なのかを聞いていた。Seika はまず「定食」は「set 
lunch」と説明をした。それに対して、Renzoがファストフードのセットと
同じかと聞いたが、Seika と私はそれにニュアンスの違いを感じ、「定食」
は日本食のセットで、ご飯とスープ、野菜の何かとメインがセットになっ
ているものという説明を加えた。それからSeikaは、「定」を決められたも
の、「食」は食べるという意味だと説明をした。関連して「給食」の意味も
Renzo に尋ねられ、「school lunch」という意味で、「給」は serve、「食」
は「定食」と同じ食べるという意味だと解説した。
　Renzo が「定食」を理解した後、同僚に教えてもらったという日本語の
話を始めた。それは、「めっちゃくった」という言葉だった。Renzoはこの
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言葉を満腹の状態で言ってみたいのだという。予想外の言葉に Seika と私
は、返答せず笑っていた。すると、Renzo は言葉の使い方や発音を間違っ
ているのではないかと不安になり、Seika に意味と発音を確認した。その
後、Seikaと私は、「めっちゃくった」という言葉のイメージをRenzoに伝
えた。例えば、「高校生くらいの子が部活終わりに山盛りご飯食べて言って
る感じ」、「野球部っぽい」などと話した。これを聞いてRenzo は、ご飯お
替り無料だからたくさん食べると言った。Renzo はご飯を 2.5 杯食べてい
た。食事を終え、食後の歌8）を歌った後、Renzo は「めっちゃくった」と
言って満足そうにしていた。
　この日からしばらくの間、Renzoから「めっちゃくった」は聞かなくなっ
た。しかし、約 2か月後、同じお店に日曜日のミサ奉仕の後、夕食に行っ
たとき食後に「めっちゃくった」と言っていた。

　エピソード④からは、まずRenzoがその場にあるものから語彙を広げてい
こうとする姿勢と、それに応じる側（Seika）がどのようにそのものの解説を
行っているのか、それを Renzo がどのように吸収しているのかがわかる。
Renzo はこれまでも「定食」を食べたことはあり、主菜を選ぶとご飯とみそ
汁がついてくるものというものは知っていた。ここで改めて「定食」の意味、
その漢字の意味を聞くことによって、それに関連して「給食」の意味まで理
解できるようになった。
　その後、「めっちゃくった」とRenzoが言ってSeikaと私が笑う。Renzoは
その笑いを誤って発音したことに対する反応だと思い、Seika に意味と発音
を確認する。正しかったことがわかってから、Renzo は「めっちゃくった」
にふさわしい満腹状態になるようご飯を食べ、「めっちゃくった」と言う。

エピソード⑤　「おじゃまします」　（2021 年 10 月）
　クリスマスソングアルバム9）収録予定だった、“Bituin”というフィリピ
ンの聖歌隊グループ（Bukas Palad）が作った曲から発生したノリ「おじゃ
まします」についてである。
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　この曲は、「星」という意味のクリスマスソングで、原曲はオーケストラ
で演奏されている。メロディーをさまざまな楽器が交代しながら演奏して
いく編成になっている。原曲を聴いた Seika と Renzo が、各楽器が「お
じゃまします」と言いながらメロディーを演奏しているように聴こえると
いう話をミュージックチームのメンバーに共有した。それから、「おじゃま
します」をその曲のノリで言う遊びが流行っている。例えば、食事の席に
つくときの「おじゃまします」や、何かものを取るときの「おじゃましま
す」が、“Bituin”の「おじゃまします」を連想して使われている。

　エピソード⑤では、「おじゃまします」という言葉が、通常使われる場合よ
りも強調された形で使われている。普段は席に着くとき、ものを取るときに
は「おじゃまします」とは言わないし、英語でもそういった表現を言うこと
はない。“Bituin” の曲調に合わせて「おじゃまします」を多用することで、
「おじゃまします」を使い得るシチュエーションを覚えている。そして、この
時 “Bituin” のカバーに携わっていた者の間で「ノリ」が共有され、「ことば遊
び」が発生している。

エピソード⑥　「Renzo の日本語」　（2022 年 2 月 20 日）
　Renzo は、2021 年秋頃から、会話に日本語を混ぜたり、Seika に教えら
れながら日本語でのコミュニケーションを図ったりしている。誤った日本
語を使ったり、受け手が解釈を加えることで理解することができる日本語
を使ったりしながら、徐々に日本語の語彙を増やしている。ここで、その
やり取りの例を挙げる。
ⅰ「ただいま」
　Renzo が 103（部屋番号）10）戻ってきた時、「かえります」と言って入っ
てきた。Seika が「かえります？」と聞き返し、「ちゃうで、ただいま」と
修正した。Renzoが「ただいま」と言い直し、Seikaと私で「おかえり」と
返した。Seika が私に、いつも Renzo に「ただいま」と言うと、「ただい
ま」と返されると話していた。
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ⅱ「よっしゃあ」
　Jody神父が 103 にカップケーキを作って差し入れしてくれた時のことで
ある。Seika がそのカップケーキを食べる前に、「いただきますの歌」11）を
歌い始めた。それにRenzo も大きな声で参加していた（以前は日本語の歌
詞に自信がなく小声だった）。歌い終わった時にRenzo が、「よっしゃあ」
と片手拳を挙げて言った。Seika は、Renzo が何と言ったのか聞き取れず、
聞き返していたので私が、「よっしゃあって言った」と言った。Renzoが突
然「よっしゃあ」と言ったのが面白く、その場にいた人たちは笑っていた。
私が「わんぱくすぎる」と言うと、Jody 神父がうなずきながら笑ってい
た。Renzoが、「わんぱく」はどういう意味なのかと聞いたので、私は「こ
どもっぽい」、Jody 神父が「childish」と答えた。
ⅲ「美味しかったね」
　Jody 神父がタコスを作ってきてくれた。それをHangout（2022 年 2 月）
終わりに残っていた人たちで食べた。私が食べているところを見てRenzo
が「おいしかったね」と言ったので、私は、「おいしい。でもまだ Renzo
食べてないでしょ？」と返した。すると、Seikaが Renzoに耳打ちをして、
「さとの表情見てました」とRenzo が言った。私が美味しそうにタコスを
食べていたので、その表情を「美味しかったね」と表現したようだ。
ⅳ「関西弁」
　ⅲと同じ時のことである。Renzo がタコスを食べはじめて、とても美味
しいということを日本語で言う練習をしていた。大阪出身で関西弁話者で
あるSeikaが「めっちゃ美味しい」と関西弁のイントネーションで教えた。
それをRenzo が真似して言おうとした時、その場にいた Ivan と Kenny、
Valerieから、「それは関西弁」、「めっちゃ関西弁だよ」と指摘されていた。
ⅴ「気持ちいい」
　16：30 ミサの聖歌を練習している時、closing song の楽譜が 16 枚に分
かれているもので、譜めくりが大変な曲だった。私は、楽譜をトリミング
し必要な箇所だけを集め加工し、楽譜を 2枚にしていた。それを練習の時、
他のメンバーに共有した。それを見たRenzo が、「さとは、頭がいい」と
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言ったので、私はふざけて「でしょ」と返した。するとRenzo が、自分が
話した日本語に日本語でリアクションが返ってきて、「気持ちいい」「嬉し
い」と言って喜んでいた。

　エピソード⑥は、日常的にRenzo が日本語の語彙を習得し、発話を試みて
いる場面であった。ⅰからⅲは、Renzo が覚えた日本語をコミュニケーショ
ンの中で使っている。日本語として「正しい」ものではない場合は、Seikaや
私など周囲にいる人が意味を解釈することでコミュニケーションが成立して
いる。特に、ⅰでSeika が「ちゃうで、ただいま」と修正しているところや、
ⅲでRenzo の「美味しかったね」の補足を Seika が Renzo に耳打ちをして、
「さとの表情見てました」という場面は、それを聞いた人の解釈がよく働いて
いる。Renzo はこのようなコミュニケーションを繰り返しながら、日本語を
習得していき、ⅴ「気持ちいい」にある気持ちよさ、嬉しさにつながって
いった。Renzo の日本語に対して、私が日本語で答えるということは頻繁に
あるが、ⅴのやり取りで気持ちよさを感じたのは、Renzo が意図していたよ
うなやり取りが日本語でできたという点にあったのだろう。

エピソード⑦　「お土産」　（2022 年 7 月 24 日）
　Seika と Renzo が四国旅行に行った。そのお土産を渡してくれた時のこ
と。少し早めに 16：30 ミサの音楽練習の部屋に向かったところ、すでに部
屋の鍵が開いていて Seika と Renzo がいた。Renzo が改まった態度で、私
を呼んだ。そして、「さとさん！つまらないものですが、どうぞ！」と大き
な声で言い、お土産をくれた。それに対して私は「ありがとうございます。
頂戴します」と言って受け取った。その様子をSeikaが動画に撮っていた。
Seika も私も Renzo が「応援団」のような発声で言ったのが面白く笑って
いた。Renzo は私が部屋に来るまでの間、Seika とお土産を日本語で渡す
練習をしていたらしい。

　エピソード⑦の頃（2022 年夏）になると、Renzo の日本語はさらに上達し
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ていった。たびたび、Seika と Renzo の日本語の上手さに驚いたという話を
するまでになっていた。特に、相槌とリアクションが上達しており、「ああ、
そうね」「なんで？」「さすが」はナチュラルに使いこなしていた。また、
Seika に言いたいことを日本語にしてもらい、それを言うということも上達
し、さらにエピソード⑦の「応援団」のようなキャラクターを添えた形で話
すようになった。さらに、このエピソードの特徴的な点は「つまらないもの
ですが」という謙遜の表現を使いこなしているところである。Renzo は、こ
の「つまらないものですが」という言葉をそれ以前にSeikaから聞いていた。
Seika が目上の人に対して贈り物をする際に、「つまらないものですが」と
言っていたのを覚えていた。それから「つまらないものですが」という表現
は、日本人が贈り物をするときに言う言葉であると Seika から教えられ、言
葉と使い方を理解していた。Renzoは、「つまらないものですが」という日本
人的な贈り物の仕方を、私にお土産を渡すという機会に実践したのだ。
　「ことば遊び」のプロとしてRenzo のエピソードを扱ってきた。Renzo が
日々の対話の中で語彙を増やしながら、ユーモアとその場のノリを合わせて
「ことば遊び」を駆使していた。ここで明らかになったのは、Renzoを中心に
その場を共有している人々が、対話を通して互いの情報や新しい語彙を交換
しているということ、その情報をもとに即時的なノリを生み出し共有してい
るということである。それが積み重ねられることによって、Renzo の語彙と
表現が豊かになっていったということである。

Ⅳ　Language Cafe

　2022 年 4 月から、コアグループに「Warmth」12）いうものができた。この
Warmthの立ち上げを発案したAさんから、SIIYMでLanguageクラスをや
りたいという案が出された。これは、互いに言語（日／英語に限らず）を学
び合う機会・仕組みをつくり、学び合いを通して、互いの仲をより深めると
いうものである。学びたい言語のネイティブをパートナーにし、ペアで教え
合い、言語学習以外の場面での助け合いを期待していた。この案を現SIIYM



－ 81 －

代表・副代表（2020-2022）が練り直し、実験的に実施可能な形にした。その
初回が、2022 年 2 月 17 日に行われた。
　この企画は、「Language Cafe」と名付けられ、毎週木曜日の 21 時から
Zoomで行われた。「Cafe」には、毎週水曜日 21 時から行われているカテキ
ズムよりもカジュアルに、リラックスした雰囲気で行いたいという意味を持
たせている。Aさんの草案では、固定したパートナーと学びあっていく13）い
うものだったが、Language Cafeは以下のような方法で行われている。まず、
実験段階のため、広く SIIYM全体へ広報はせず、Aさんと代表・副代表が
関心のありそうなメンバーに個別に連絡を送り、参加者を募った。開催時刻
に Zoomに集まると、この会の流れについての説明が代表から行われた。こ
の会は英語パートと日本語パートの 2部構成になっており、それぞれのパー
トに全体での自己紹介とペアセッションが組み込まれている。ペアセッショ
ンでは、英語話者と日本語話者がペアになり、英語パートでは英語話者が、
日本語パートでは日本語話者が先生となり、ペアをフォローし、与えられた
テーマについて対話する。この会で重要視されているのは、「先生」はゆっく
り話をし、相手が少しでも多く話せるように時間を作るということ、「生徒」
は恐れず母語を交えながらでもたくさん話すということである。
　初回のLanguage Cafe 後には、フィードバックの時間が設けられ、改善点
や感想を話し合った。初回は、趣旨説明に時間を割いてしまったため、全体
的に時間が押してしまったが、ペアセッションの時間（15 分間）に関して
ちょうどよかったという声が多かった。提案として、Kyo が会のはじめのお
祈りをなくして、信仰に拘わらずより多くの人が参加できるようなカジュア
ルな会にしたいと言った。この Language Cafe を通して、SIIYMの新たな
人とのつながりをつくりたいというKyoの意見に他の参加者も同意し、次回
からお祈りをなしにし、信仰関係なく、「英語を話してみたい」、「日本語を話
してみたい」という人に声をかけていこうということになった。この会の後
には、Messenger に「Language Cafe」というグループが作られ、今後の会
の情報共有や、新たな人の追加ができるベースを作成した。
　これ以降、セッションがすべて終わってから、次週のファシリテーターを
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二人（日／英担当）決め、ファシリテーターが自己紹介の質問とセッション
テーマを考えることになった。ファシリテーターたちがテーマを決めると、
Messengerグループに次回のテーマと参加者の募集を始める。参加希望者は、
希望者リストをコピーアンドペーストする形で自分の名前を追記し、メッセー
ジを送る。メッセージを送った後に参加できなくなってしまった場合は、同
じようにリストをコピーアンドペーストして自分の名前を消すだけでよい。
　Messenger グループの「Language Cafe」には、麹町教会で日曜日出会っ
た人や職場の人、学生時代の仲間など、信仰にかかわらず日本語、英語のコ
ミュニケーションに関心のある人たちが集まるようになっていった。中には、
Language Cafeでの集まりを通して、麹町教会に来るようになった非カトリッ
ク信者もいる。
　ここで、セッションの様子を一部紹介する。

エピソード⑧　「Language Cafe　2022 年 6 月 30 日回」
　2022 年 6 月 30 日のLanguage Cafeの日本語セッションでRenzoとBさ
んと同じグループになった。この日の日本語セッションのテーマは、「スマ
ホとインターネットがなかったら 1日をどう過ごしますか？」だった。
テーマについて説明されたとき、「たった 1日ないくらいなら平気だ」とい
う声があがり、期間を 1週間に設定し直してセッションがスタートした。
セッションがはじまり、「Hello」「こんばんは」と挨拶を交わしたあと、
Renzo が「Bさんは？スマートフォンとインターネットがなくなったら、
何をしますか？」と尋ねた。Bさんは、インターネットがなくなると、仕
事もインドにいる家族との電話もできなくなるため、「大きい休みの時間」
ができると答えていた。Bさんが「大きい休みの時間」と表現したことに
対して、Renzo が「大きい時間？ How I say long time？」と聞いたので
私が、「だから長い時間、大きいより長い時間」と答えた。またBさんが
「休み＝rest」で合っているかを尋ね、Renzo が「休み is rest」と答えた。
それからBさんが日本語の教科書を画面に映して、この本を「長い休みの
時間」に読みたいと言った。これに対して、Renzo が最後にその本を読ん
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だのはいつかと聞いた。その後、以下のようなやり取りをした。
Bさん）なんか 1年、1年前。
Renzo）1 年前？
Bさん）2021（にせんにいち）。ごめんなさい。
Renzo）去年ね。
Bさん）去年なんかこのページは新しい。なんかこの日本語は全然。
Renzo）『みんなの日本語』ね。
Bさん）読みたい。
Renzo）大丈夫大丈夫。Renzo も。
私）Renzo も？
Renzo） Renzo も同じ。いつも日本の本は私のカバンを入れてる。でも

使えない。
1 年前からBさんが日本語の教科書を開いておらず、勉強していないこと
を「ごめんなさい」と言ったが、Renzo も Bさんと同じようにいつも教科
書を持ち歩いているが、読んでいないと言った。
　その後、私がテーマについて答え、Renzoの番が回ってきた。Renzoは、
「Renzo は、うーんなんだろ。ええ、Renzo インターネット、スマート
フォンでめっちゃ important。でもなくなったら、あの、自転車を乗り
ます。そう。と、Ah、家で部屋を掃除します。そう。たぶん、最初は家
を、家の部屋を掃除します。そしたら、Ah、料理をつくった、つくる。
作る。と、自転、あ、外で自転車を乗ります。たぶんギターをやりま
す？弾いて」
と答えた。ここで、ギターを演奏するということをどのように表現するか
の確認が行われた。
Bさん）ひき、弾きます。
Renzo）弾きます？
Bさん）さと、何の言葉がいい？ギターを弾きます。
私）ギターは、ギターを弾きます。ギターを弾きたい。
Renzo）ギターを弾きます。
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　エピソード⑧は、日本語セッションの様子であった。セッション中その言
語の先生役の人は、相手の疑問に答えたり、つまずきをサポートしたりする。
エピソード⑧中では、「ギターを弾く」という表現について、Renzo も Bさ
んも正しく用いられていたが、「さと、何の言葉がいい？」と確認されたので
答えている。また、Bさんが「休み」は「rest」と言う意味で合っているか
について、先生役である私が答えるところをRenzo が「休み is rest」と答え
ている。このように、一応そのセッションの言語を得意とする人が「先生役」
としているが、役割が固定されているわけではなく、コミュニケーションを
通してその時、速やかに応えられる人がサポートしている。
　基本的には、日本語と英語のセッションが行われてきたが、一時期その他
の言語も学べるよう先生役を募集していたことがあった。

エピソード⑨　「Language Cafe 活用法」
　2022 年 5 月頃、Language Cafeで日本語と英語以外の言語も学べるよう
な場をつくろうと試みられていた時期があった。参加者の母国語が、その
他の言語として選択できるようになり、教える側としてボランティアして
くれる参加者がいる場合のみ行われた。この時期、選択できたのは、タガ
ログ語とイタリア語だった。タガログ語の先生として積極的にボランティ
アをしていたのがMariel だった。Mariel が積極的に Language Cafe に参
加し、日本語を学んだり、タガログ語を教えたりしようとしている姿をみ
て、Seika は、タガログ語をMariel から学ぼうと思った。Seika は、もと
もとタガログ語を学びたいと思っており、普段の会話の中で SIIYMメン
バーからタガログ語を教わっていた。
　Mariel と Seika のタガログ語セッションは、会話をベースにその都度そ
の単語の意味を英語で教えてもらうという方法だった。Mariel が「今日は
何食べたの？」「作ったの？」とタガログ語でSeikaに聞き、英語でなんと
言っていたのかを教えてもらう。その後、その文に出てきた単語の意味を
教わり、Seika が言いたいことをタガログ語でなんと言うのかを英語で聞
いて、教えてもらう。そのため、文法やタガログ語の仕組みについて教え
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てもらうという形ではない。しかし、Seika はこのようなタガログ語セッ
ションや他で教えてもらったタガログ語の語彙を積み重ねて、段々とタガ
ログ語の仕組みがわかってきたと話す。

　エピソード⑨のような形でタガログ語を習得していった Seika は、覚えた
タガログ語を「披露」することによって、初対面のフィリピン人と話す時に
役立てている。Seika の鉄板フレーズは、「Magandang hapon. Ako magan-
dang Hapon.」（こんにちは。私は美しい日本人です。）と「Talagang talaga 
sarap ang Leche Flan na niluto ko. Henyo ako！」（私が作るLeche Flanは
めちゃくちゃ美味しいです。私天才！）で、「喜ばれる話のネタ」として披露
しており、初対面の人との会話を和やかなものにし、また習得した語彙を活
用する機会にもしている。Seika はタガログ語を聞いた時のリアクションも
楽しみにしているという。Language Cafe を通して、新たな語彙を獲得して
いくだけでなく、日常生活の中で習得した語彙を自分の言葉として使う練習
も行われ、さらにそれが日常生活の場でのコミュニケーションにも役立てら
れている。
　Language Cafe での対話は、ⅡとⅢで扱ってきた対話の在り方とは違う側
面を持っているということがわかった。その側面とは、互いに言語能力が不
十分であるということを認めあった上で、「楽しみ」ながら日本語／英語を話
してみるという対話の場を人工的につくりあげているというところである。
こうした場が提供されることによって、日常的な対話の中で習得してきた語
彙を自分の言葉として使う機会となる。さらに、間違えたとしても「先生」
が教えてくれるという安心感がある。

Ⅴ　考察

1 　「ことば遊び」という実践

　ⅡからⅣにかけて、SIIYMの「ことば遊び」の実践をエピソードと共にみ
てきた。まずエピソードをもとに「ことば遊び」という実践がどういったも
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のであったか記述していく。どの「ことば遊び」も日常的な対話の中で行わ
れている。例えばエピソード②「盗み聞き」は夕食時の対話の中で、たまたま
隣のテーブルにいたメンバーたちがウィンク殺人事件をして遊んでいた頃、
自分たちの話題が途切れたところで始まった、こっそり聞く仕草に「盗み聞
き」というCrystal と Jamie にとって新しい語彙が加えられたことで起こっ
た。そしてエピソード④「めっちゃくった」では、Renzoが新しく得た「めっ
ちゃくった」という語彙をそれに合った状況で使いたいというところから始
まっている。そこに、Seika と私によって「めっちゃくった」という言葉か
ら連想されるイメージ（部活終わりに山盛りご飯食べてから言っていそう）
が加わり、そのイメージを体現させるかのように振る舞い、食後に「めっ
ちゃくった」という準備をしている。「めっちゃくった」という言葉自体は、
食後であれば特別満腹な状態でなくても言うことができるが、あえてより
「めっちゃくった」にしようとしているところに面白さがある。Seikaと私は、
Renzo の口から「めっちゃくった」という言葉が出てきたという意外性から
笑っているだけでなく、その後のRenzo の振る舞い（ご飯をお替りして食べ
ている様子）も含めて面白さになっている。
　このように、日常的な対話の中である新しい言葉が簡潔にその状況や動作
を言い表している、あるいは状況や動作を的確に表現する言葉が見つかった
時に、「ことば遊び」へと発展していく。Ⅱ冒頭で紹介した「Bucin」はこの
説明を裏付ける好例である。インドネシア語の「Bucin」という言葉を多く
のSIIYMメンバーは知らなかったが、恋をしている人を茶化すのに最も端的
でかつ新鮮だったためよく使われた。さらに Super や Legend と形容詞を前
につけて「Bucin」ランキングを考えるという独自の展開も起きた。また、エ
ピソード③「我が家の肉じゃが」での「たべてみる」は、「ことば遊び」を展
開させていく過程で、それをその場で共有された「ノリ」として本人たちが
自覚し、あえてそのノリを強調していた。「Thank you po」もその例という
ことができる。
　「ことば遊び」を介してみてきたSIIYMの対話は、「正しい」日本語／英語
のやり取りを求めたものではなかった。その場を共にしている人たちと対話
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をするのに、自分が用いることができる方法（語彙のレベル、言語・身体表
現）を駆使して伝え、受け取った相手はその意図を解釈し応答している。受
け取る側の不十分さについてここで補足を加えておく。相手の発話に対して、
意図を汲み解釈し応答する受け手（例えば、エピソード③のSeikaと私）は、
一見すると、不十分さをカバーすることができる「不十分ではない者」であ
る。しかし、受け手は自らが行った解釈がどれだけ的を射ているかは、相手
と対話を続けていかなければ確かめることができないという点において不十
分である。伝える側は言語運用の面で不十分さを持ち、受けとる側は意図の
汲み取り、解釈の面で不十分さを持っているのである。つまり、互いの不十
分さを認めつつ、相手に歩み寄り、補い合うことによって対話を成立させて
おり、その手段の一つとして「ことば遊び」をしている。こうした対話を積
み重ねていくことで、相手の語彙や趣味、性格といった情報、共有している
場や話題が増えていき、「ことば遊び」が発生するようなノリが共有しやすく
なっていくのである。
　その一方で、Language Cafe は上述してきたような対話の積み重ねを同じ
人同士で行いにくい環境である。しかし、Language Cafe は互いに不十分で
あることが前提とされた上で「楽しみながら」コミュニケーションを行う機
会である。対話の相手と使用言語、対話テーマを指定し、一定時間セッショ
ンを行う中で、その言語を学んでいる側は自分が持っている語彙を尽くして
伝え、その言語を得意とする受け手は相手に歩み寄り、自分で解釈を加えな
がら理解していく。これを、言語を変えて双方向で行うことによって両方の
立場に立つことになる。そのため、Language Cafe に参加している全員が、
伝える上での不十分さを自覚しながら、相手にその不足を補ってもらうとい
う体験をしている。これを共有しているということが、正しい言葉遣いでな
くてはならないということから解放し、楽しみながら得意ではない言語を使
用しながら対話をすることができるという安心感につながっている。また、
不十分であると思いながら対話をしているため、自分が話していることを相
手に理解してもらえていることがわかった時には自信を得られる。エピソー
ド⑧「Language Cafe　2022 年 6 月 30 日回」のセッションの中で、その場面
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に筆者は立ち会った。Bさんがこの回の日本語のテーマである「スマートフォ
ンとインターネットが 1週間なくなったら何をするか」に答えていた時であ
る。一通りBさんが日本語で話をした後、「なんかわかる？わかる。私の日
本語私だけわかる」と言ったので、筆者が「私もわかったよ」と言うと「あ
あ、ありがとう」とBさんが返し、Renzo が「私ちょっとわかった」と答え
た。このやり取りを経て、Bさんは自分が話す日本語が筆者と Renzo に伝
わっているという安心感を得てその後もセッションを続けている。
　「ことば遊び」のこのような傾向性は、ジョン・サールの言語行為論から
は、どのように捉えることができるだろうか。サールは、「意味し得ることは
いかなることも述べることが可能である」という「表現可能性の原理」が言
語行為を論じる上で重要であると述べる［サール 1986：32］。そしてその
「意味」に関して、「話し手の発話意味（speaker’s utterance meaning）は、
さまざまな仕方で言葉どおりの文意味から逸脱しうる」［サール 2006：192］
ため、言葉通りの意味ではなく、話し手や言葉を発せられた行為に帰属させ
なければならないという。話し手は、有意味であればあらゆる言葉を発する
ことができるが、これには「慣習の範囲内において」という条件がある。こ
れらを踏まえると、「ことば遊び」という実践の意味を以下のように整理する
ことができる。「ことば遊び」は、その場で即時的に発生するノリ14）である。
しかし同時にそこには、それ以前の対話の蓄積という土壌があるといえる。
この土壌には、その場を共有している人々の情報、共通の話題、共に「こと
ば遊び」をしたという経験が含まれている。これが「慣習」的に働き、ノリ
を説明せずとも共有することができるようになる。その上で、発せられた言
葉がいかなる意味を持つのか、聞き手は、その場の状況とその発話行為、発
話者について持ち合わせている情報に帰属させ、意味を理解するのである。
つまり、「ことば遊び」が成立するだけの共同性が重要性を帯びてくる。で
は、そのような共同性とは、いかなる特性を持っているのであろうか。次に、
コンヴィヴィアルな能力として「ことば遊び」を見ることによって、考察を
深めていく。
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2 　コンヴィヴィアルな能力としての「ことば遊び」

　この節では、SIIYMの「ことば遊び」を「コンヴィヴィアルな能力」［バッ
ク 2015：7］として考えていきたい。まず、「コンヴィヴィアルな能力」とは
バックがシャムザ・シンハとともに、ロンドンの若い移民を対象に調査した
結果、見出したものである。バックによると、ロンドンの若い移民らは「差
異を伴い、差異を通じて機能するような連携を築」き、「新たな文化的混合の
形式と社会的つながりを形成している」という［バック 2015：6］。そのため
に彼らが発揮しているのが、「コンヴィヴィアルな能力」である。これは彼ら
がロンドンという多文化を有する世界的都市を生きるために用いている能力
なのだ。多くの SIIYMメンバーにとって、日本という国は異文化の地であ
り、麹町教会は多文化な場である。SIIYMのメンバーは、日常生活を送る上
でも麹町教会で活動をする中でも他者との違いを感じ、また他者に違いを感
じられてもいる。そうしたあらゆる差異の中で、「より善く」生活していくた
めの工夫を凝らし、術を身に付けていく。その術の一つとして「ことば遊び」
というコンヴィヴィアルな能力を有しているということができる。
　「ことば遊び」というコンヴィヴィアルな能力は、ウブントゥ的コンヴィ
ヴィアリティの不完全な者同士が「対話」を通して、個人を理解しようとし、
そして補い合うという要素を持つ。さらに「楽しむ」という要素も大きく働
いている。そもそもコンヴィヴィアルとはスペイン語で「節度ある楽しみ」
という意味を持っている。この「節度ある」というのは、「人格的な結びつき
から気をそらせたり、それに対して破壊的であったりする楽しみだけを排除
するような徳性」［イリイチ 2015：19］である。この「節度ある楽しみ」を
活用して生井は、「現代社会の新たな価値の創造と生きられる場の循環を促す
装置としての「楽しさ」という情動的側面」［生井 2022：19］を探究し、遠
藤英樹は「一人一人多様で雑多な価値観を持」ちつつ、楽しさを通して構築
される「陽気で暖かみのある「人間的な相互依存」関係」について研究を
行った［遠藤 2008：17］。以上を踏まえて、SIIYMの「ことば遊び」におけ
る「節度ある楽しみ」とは、互いの差異を認め合いながら自分の持てる手段
を尽くして対話を行う。その中に、即時的なその場のノリを組みあわせて楽
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しんでいるということができる。このような「ことば遊び」というコンヴィ
ヴィアルな能力は、松田による集合的創造性の発揮ともいうことができる。
互いの差異や不完全さを認め合いながら、「ことば遊び」を介して人々が結び
つき、SIIYMを形成しているのである。つまり、「ことば遊び」という集合
的創造性を駆使し、SIIYMの共同性の発揮を支えているのだ。

おわりに

　本稿では、麹町教会のSIIYMのメンバーが行っている「ことば遊び」を通
して、補い合いの関係性を築き共同性を発揮する土台を形成している姿を描
き、それを「コンヴィヴィアルな能力」として捉え、考察を行ってきた。最
後に、SIIYMの「ことば遊び」の実践が多文化共生の課題を解決するという
ことについて述べ、論文のまとめとしたい。
　筆者は多文化共生の課題として、日本語教育の重要性を解き日本語教室の
設置をゴールとしている点、「日本人」対「外国人」という二項対立的な見方
から脱却できておらず、「日本人」が「上から」手を差し伸べる形になってい
るという点を指摘した。コンヴィヴィアルな能力である「ことば遊び」はこ
の 2点を克服することができると考えられる。日本語教育に重きを置いてい
るという点に関しては、日本語話者でない人々を一つの集合体として扱い、
日本語を教育すれば、日本において言語の壁は突破できるというところに問
題があるのではないか。SIIYMの「ことば遊び」という実践は、その場に居
合わせた個と個が互いの違いを認めながらもより善く対話を行おうとするも
のであった。言語の壁を突破するためには、日本語教室によって語彙や知識
を与えるだけでなく、生活の場での「ことば遊び」な対話が必要なのではな
いだろうか。このような個と個の対話が活性化してゆけば、「日本人」対「外
国人」という二項対立の構図も実社会の側から取り払うことができるのでは
ないだろうか。
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注
1 ）  Messenger とは、Facebook のチャット機能である。複数人でチャットを行うグループの作

成ができる。SIIYMでの情報共有はMessenger のグループで行われている。

2）  SIIYMの幹部のような存在である。任期は 2年で、SIIYMメンバーからの投票によってリー

ダーたちが決まる。代表と副代表を中心にCore groupsが六つありそれぞれにリーダーが配

置されている。

3）  SIIYMで月末に行われているイベントの名称。テーマに沿った講演を聞いたり、グループ

で互いの考えや経験をシェアしたりする会。このイベントを通して、SIIYMで活動し始め

る人も多く、新しいメンバーと出会う機会となっている。

4）  コードスイッチング研究に関しては、田崎敦子（2006）が「コードスイッチング研究の概観

―多言語社会のコミュニケーション分析に向けて―」にて概観している。

5）  登場するメンバーは和名を持っていてもアルファベット（ローマ字）で表記している。メン

バーについては、「登場人物一覧」を参照。

6）  採録日の表記について

  エピソード末に（　）付きで採録日が書かれている場合は、日付が定まっているものである。

Ⅲのエピソードでは、Renzo の変化を時系列で辿るというため、エピソードのタイトル横に

採録日を記している。採録日が書かれていないエピソードは、特定の日の出来事ではないた

め記入していない。

7）  タマリンドを使った酸味のあるフィリピンのスープ料理。

8）  歌詞：「この食事をどうもありがとう。讃えよう、神様の愛をいつまでも。ごちそうさまで

した。」

  「いつまでも」で十字を描き、「ごちそうさまでした」で手を合わせる。日本の日曜学校で歌

われている歌を SIIYMの食前後のお祈りとしている。

  食前の歌の歌詞：「この食事をどうもありがとう。受けよう、体と心に神様のあいただきま

す（「愛」と「いただきます」が重なる）」

9）  2021 年のクリスマスに向けて、Kennyが中心となってSIIYMのオリジナルアルバムを作成

した。オリジナルソング 2曲、カバー曲 2曲、オリジナルカバー1曲で、オリジナルソング

の「Dancing With The Bells」は SIIYMの多くのメンバーが参加した。音楽配信のサブス

クリプションサービスで配信されている。

10）  麹町教会内にある部屋の番号。毎週日曜日は SIIYMが使用している。ミサ前後にはこの部

屋に集まっている。

11）  注 8 参照。

12）  これは、以前は「Translation」という、翻訳作業や通訳を通して新しいメンバーのサポート

をするグループだった。通訳含め、新しいメンバーを「Welcome」する窓口となるような役
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名前
（一段落目）プロフィール

（二段落目）「私」から見た人物像

Crystal

　インドネシア出身。高校卒業後、来日し 1年間日本語学校に通う。その後、4

年制大学に進学し 2022 年 9 月に卒業。日本で就職が決まり、働き始めた。2022

年 4 月から SIIYMの代表を務めている。

　真面目で周りによく気を配り、面倒見が良い印象だが、茶目っ気もありみんな

の妹のようにかわいがられている。

Aさん

　秋田県出身。大学進学をきっかけに上京。麹町教会の広報に携わっている。写

真撮影が得意で、よくSIIYMメンバーの様子を撮影している。自宅にメンバーを

招き、手作りプリンをふるまい談笑する「Café Chiara」を企画し実施していた。

　おもてなしの精神が旺盛で、みんなのケアをしようと動いてくれている。新し

いメンバーに積極的に声をかけたり、翻訳／通訳のサポートをしたりしている。

Ivan

　インドネシア出身。大学進学を機に来日。卒業後、就職のため上京。ミサやイ

ベントなどでギターを演奏しており、2022 年 4 月からミュージックチームのリー

ダーをしている。

　適当なことを言うこともあるが、真面目でミュージックチームメンバーのこと

をよく考えている。Seika と私によくいじられている。

Jamie

　フィリピン出身。子供向け英会話教室の先生、先生のトレーナーをしている。

その他にも、オンラインショップの経営や実家のAirbnb 経営サポートも行って

いる。歌が上手でミュージックチームとしてミサで歌っている。

　明るくてフランクに接してくれる。かわいらしくお茶目なところもあるが、み

んなを見守るお姉さんなところもある。

割を期待され、Warmth というグループに改められた。

13）  バディを作り、互いに言語学習をサポートしあうだけでなく、相手を知り日常生活の助け合

いまで行えるような関係を作ることを理想としていた。

14）  本稿において「ノリ」を、①ことば遊びが発生していく中で発展していくもの、②すでにそ

の場に生じているものがことば遊びと組み合わさっていくもの、③ことば遊び自体を指すも

のが一様に表現されている。「ノリ」について、精緻な使い分けを行うことが、ことば遊び

の詳細な分析に貢献すると予想される。今後の課題としたい。

登場人物一覧
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Fr. Jody

　フィリピン出身。イエズス会日本管区の神父。日本に住む若者の信仰を深める

こと、神父を志す青年の養成を担当している。

　2021 年冬頃から、接点が多くなった。手料理を大量に作って SIIYMに差し入

れてくれる。Jody 神父に相談をしているメンバーも多いようで、頼られている

印象。

Jong

　フィリピン出身。結婚していて娘が一人いる。SIIYM創設メンバー。ミサの

ライブ配信がはじまった頃よくサポートしていた。ミサで歌を歌っていた時期も

ある。

　料理が上手で作ったものを持ってきたり、自宅に招いたりして振る舞ってい

る。みんなから「Kuya」「パパ」と呼ばれており、頼りにされている。

Kenny

　インドネシア出身。国費留学生として来日し、日本語学校、専門学校を卒業

し、2022 年 4 月から 4年制大学の 3年生として編入した。編入を機に京都に引っ

越した。クラリネット、サックス、ピアノ、ギターの演奏ができるだけでなく、

作曲編曲もできる。

　普段は静かに、冷静にしているが、欲しい楽器の話をするときはテンションが

上がる。勉強熱心で真面目。

Kyo

　フィリピンと日本にルーツを持つ。SIIYMの設立メンバーであり、初代代表

だった。子供向けの英会話教室の先生、先生のトレーナーをしている。

　SIIYMの自分の家族としてとても大事にしている。みんなを率いる力に長け

ている。冗談を言ったり、いたずらをしたりすることも好き。

Mariel

　フィリピン出身。2022年 4月からPromotionのリーダーをしている。Language 

Café の中心メンバーをしている。

　実はしっかり二人で話をしたことはないが、グループシェアで同じグループに

なったことが数回ある。新しい人が来ると積極的に話しかけに行っている。

Masato

　フィリピンと日本にルーツを持つ。2020－2022 年の SIIYM副代表だった。

2022 年 4 月からは Logistics のリーダーをしている。16：30 ミサのUshers をま

とめている。

　とても恥ずかしがり屋で、人前で何かをするということはあまりしない。きっ

ちりしていてイベントの準備や片付けが滞りなく進むように動いてくれる。

Renzo

　フィリピン出身。子供向けの英会話教室の先生をしている。2020－2022 年の

ミュージックチームリーダー、2022 年 4 月からSIIIYMの副代表をしている。ギ

ターと歌、ダンスが得意。

　いつもみんなを楽しませてくれ、ユーモアが溢れている。私が爆笑すると喜ん

でくれる。みんなのケアを良くしてくれていて、真面目なところもある。
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